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第１章　M Root DNSサーバの概要

Root DNSサーバは、DNSによる名前解決の要である。

Cacheを多用するため、基本的には全ての名前解決に関

与しているといっても過言ではなく、DNSによる名前解

決を行う上で重要な役割を担っている。

1995年頃まではRoot DNSサーバはA∼Iの９つのサーバで

運用されていた。I-Root以外は全てU.S.で稼働していたが、

ヨーロッパやアジア太平洋地域へのインターネットの展

開により、それらの地区でのRoot DNSサーバの必要性が

IEPGなどで議論されるようになった。このため、1997

年に入るとJ∼Mの４つが追加された。DNSのUDPを用い

る際のメッセージ長は、IP/UDPヘッダを除くと512byte

が上限であったため[179]、事実上13がRoot-DNSサー

バ数の上限となっている。同年5月にはK-Rootが英国の

LondonのIXであるLinxにおけるRIPE/NCCの運用に移管

され、M-Rootは同年8月にWIDE Projectの運用で東京

での運用がスタートした[180]。運用開始まではM-Root

はUSC/ISIに割り当てられたIPアドレス空間を用いてい

た。1996年に指名を受けたWIDE Projectでは、サーバ基

盤を東京で準備しておき、IPアドレスはAPNICから割り

当てを受けた。そして、1997年8月にrootゾーン、root-

servers.netゾーンおよびroot.cacheファイルのM-Rootの

IPv4アドレスを新しいものに変更し、Jon Postelが各種

メーリングリストにアナウンスするという形で運用が始

まった。

M-Root DNS Serverは1997年8月 に 運 用 を 開 始 し て か

ら26年以上、大きなトラブルなく運用を継続している。

当初はルータとしてCisco 4500 一台、サーバとして

PentiumPro 200MHz PC ２台（primary/backup）という

小規模なハードウェアで運用していた。当初の問い合わ

せは600qps程であり、現在の80,000 qps程度に比べると

1%にも満たない量であった。

2002年 に 東 京 拠 点 で“Anycast in a Rack”と し て、

Anycast[181]の予備的な運用を、他のRoot DNSサーバに

先駆けて開始して以来、2004年に掛けて、Seoul、San 

Francisco、Parisの各拠点で運用を開始した。当初は、

202.12.27.33というアドレスを使用しIPv4のみのサービ

スを提供していたが、2008年2月からは13あるRootサー

バの最初の４つのうちの一つとして、2001:dc3::35とい

うアドレスのIPv6サービスを、後述のSeoul拠点以外で開

始した。2013年には基本的には全拠点でのIPv6サービ

スを開始し、現在に至っている。

M-Rootは運用開始当初からWIDE Projectが責任をもっ

て運用しているが、2005年12月から日本レジストリ

サービス（JPRS）との共同運用を実施してきた。2019年、

APNICおよびAPNIC Foundationからの資金をベースに、

アジア太平洋地域を中心にM-Rootを展開するプロジェ

クトが始まった。WIDE Project、JPRS、APNICの三者で

2020年8月にMoUが締結された。このMoUに基づいた最

初のケースとして、APNIC自身がホストとなり、オース

トラリアのBrisbaneにあるデータセンタにおいて2020

年12月に運用を開始している。この場合でも、運用主体

はWIDE ProjectとJPRSの共同で実施しており、APNIC

は機材等の提供をしているだけである。ただし、オース

トラリアにある販社から機材等を調達する必要があり、

ターゲットとなる地域では、そこでの機材の輸送や障害

発生時のサポートなど、簡単にいかない場合も増えてき

ており、APNICの調達担当者のご苦労は相当なものであ

ることを申し添える。
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APNICとのプロジェクトでは、主に限定された地域を対

象にサービス提供を行う、いわゆる“Local Anycast”を提

供する小規模なサーバを、多数の地点で運用することに

よって、RTTの低減を狙ったものである。Ethernetスイッ

チおよびサーバをそれぞれ一台、APNICが調達し、MoU

を締結したHostが、ラックスペース、IXポート、管理に

必要なIPv4/IPv6アドレスおよび接続性、これに加えて必

要なremote handを提供することで、インストールに我々

が現地に赴く必要を排している。

世界的なISPの集結地点に関しては多くのトラフィック

（望ましくないものも含む）が予想されるため、数台の

サーバにルータ、スイッチなど、規模の大きな展開を行

うことにしている。この場合には、配線等が複雑になっ

たり、Hostが在住ではないケースもあるため、我々が

ハードウェアの設置を、少なくとも初期段階では実施し

ている。

伝統的に、Root DNSサーバはIXに接続するのが良いとさ

れている。一つには、BGPのAS-Pathを長くせず、多くの

ISPと経路交換ができることにより、短い遅延時間でサー

ビス提供ができる可能性が高まること、また、問題があ

るトラフィックの発生時には、発信元が少数のISPに限定

される場合、経路広告を一時的に休止するような対応が

できることが挙げられる。また、現在ではあまり見受け

られないが、Root DNSサーバの存在を特定のISPの広告

材料に使われる可能性もある。そのため、現在に至って

も、基本的にはIXに接続することを想定しているが、対

象国によってはIXの整備が十分ではないこと、あるいは、

当該国のみならず近隣諸国へのサービス提供が可能であ

るという条件で、ISPにホストをお願いすることもある。

第２章　運用拠点　　　　

現在、M-Rootでは、表1に示すGlocal Nodeを運用してい

る。Global Nodeでは、M-Rootのサービスアドレスを含

む202.12.27.0/24および2001:dc3::/32をAS7500から特

段の制約なしに広告している。

なお、M-Rootとしては初めての南米の拠点が、NIC.BRが

ホストして準備を進めている。IX.BRに接続予定である

が、400を越えるISPが既に接続されていること、南米に

はM-Rootの拠点はないことから、NIC.BRとの協議を経

て、Global Nodeとして準備中である。

この他、Kathmandu（NP）、Quizon（PH）、Dhaka（BD）、

Lahore（PK）で 運 用 準 備 が 進 め ら れ て い る。さ ら に、

Mumbai（IN）、Kalkata（IN）、Jinan（CN）、Wuhan（CN）、

Mandalay（MM）、Colombo（LK）で機材等の到着待ち、あ

るいは運用に向けた調整が進行中である。また、APNIC

とのプロジェクトはアジア太平洋地域が主なターゲット

であるため、太平洋の島々で比較的外部への接続性が安

定しているところも候補になってくる。また、近隣諸国

へのサービス提供が可能な場合には、APNICの領域の外

部であってもAPNICとのプロジェクトによって、APNIC

から機材提供を受けることは可能であり、複数の拠点で

調整が進められている。

第３章　2023年のトラフィック傾向　　　　

図1にM-Root全体に対するトラフィックの2023年にお

ける推移を示す。前年に比べて大きな変動も無く、トラ

フィック量ならびにクエリ量とも安定した推移を示して

いる。
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表2　M-Root Local Node一覧

表1　M-Root Global Node一覧
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図1　M-Root DNS全体の問合わせ


